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全国婦人新聞社

る
。
課
税
対
象
に
な
る
の
は
テ
レ
ビ
、
一
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
は
ゴ
ミ
と
し
て
焼

ス
テ
レ
オ
、
ク
ー
ラ
ー
、
冷
車
、
一
却
す
る
場
合
、
豪
を
発
す
る
の
で

全
島
話
機
、
婦
除
器
、
扇
風
器
一
焼
却
炉
を
い
た
め
る
し
、
埋
め
て
処

な
Y
」。
電
気
製
品
で
非
課
税
と
な
る
一
分
し
で
も
土
に
か
え
ち
な
い
と
い

の
は
、
ニ
岡
山
用
洗
出
問
機
、
コ
タ
ツ
、
一
う
、
始
末
に
お
え
な
い
し
ろ
も
の
。

ト
ー
ス
タ
ー
、
ア
イ
ロ
ン
、
か
み
そ
一
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
側
の
言
い

不
足
が
ち
に
な
る
老
齢
者
の
方
に
万
長
ζ

。

一

分

に
は
、
鮮
度
保
持
、
衛
生
時
ロ

一
は
、
角
の
滋
い
野
菜
を
一
品
多
く
。
一
税
金
を
食
べ
、
税
一
合
固
ま
れ
て
一
ス
防
具
口
問
雲
一
窓
で
き
る
、
流

一
鉄
分
不
足
に
な
る
女
性
は
、
同
様
に
一
生
活
し
て
い
る
感
じ
の
私
た
ち
だ
一
通
コ
ス
ト
が
軽
輩
己
れ
る
な
ど
が
あ

一
角
}
の
濃
い
野
菜
、
牛
乳
を
多
く
取
り
一
が
、
政
府
は
さ
ら
に
大
型
間
接
税
を
一
げ
色
れ
て
い
る
。

一
ま
し
ょ
う
」
と
理
署
の
説
喝
一
導
入
す
る
動
告
を
み
せ
て
い
る
。
一
兵
路
、
大
阪
府
、
福
岡
県
な
Y
ほ、

一

一

一

条

例

や

行

政

指

導

に

よ

っ

て

ト

レ

l

一

身
近
か
な
税
の
知
識

一

ト

レ

l
包
装
や
め
よ

一
義
わ
せ
な
い

5
2レて

一
酒
や
タ
バ
コ
に
税
察
官
宗
一
鮮
察
わ
か
患
い
、
ゴ
ミ
省
一
い
る
し
、
岡
山
市
、
鹿
児
島
市
、
山

八
月
二
土
ハ
日
以
巨
=
一
一
ニ
六
百
石
代
人
。
一
て
い
る
と
と
は
維
で
も
知
っ
て
い
る
一
ぇ
、
そ
の
ゴ
ミ
処
理
に
国
民
の
税
金
一
監
巾
、
川
崎
市
、
高
担
巾
な
ど
在
、

で
あ
っ
た
の
が
、
新
た
に
十
一
宮
一

正
し
い
食
事
の
知
識

一
が
、
実
際
に
忘
く
ち
い
震
で
一
が
使
わ
れ
る
の
だ
か
ら
止
め
て
き
一
ス
ム
l
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
申
お
わ

指
定
さ
れ
、
塑
在
は
一
一
酉
七
ロ
冒
。

一
一
レ
る
の
か
知
っ
て
い
る
人
は
少
な
い
一
い
と
言
わ
れ
繰
り
て
い
る
プ
ラ
ス
チ
一
せ
を
と
り
か
わ
し
て
い
る
。

そ
の
他
に
、
天
然
添
加
物
が
あ
り
、
一
「
食
べ
る
」
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
パ
一
の
で
は
な
か
る
っ
か
。
一
ッ
ク
ト
レ
l
匂
装
。

そ
の
ほ
と
ん
ど
に
規
制
が
な
く
、
野
一
ラ
ン
ス
の
取
色
盗
事
献
立
や
料
理
一
「
知
っ
て
い
ま
す
か
み
じ
か
な
税
一
ス
ー
パ
ー
を
の

p
bば
、
さ
つ
ま

放
し
状
態
に
あ
る
。
一
実
習
が
行
わ
れ
て
い
る
。
一
金
」
で
は
、
実
物
と
税
金
の
比
率
を
一
い
も
、
人
参
、
ゴ
ボ
ウ
、
ジ
ャ
ガ
イ

発
ガ
ン
性
、
遺
伝
毒
性
な
ど
人
体
一
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
と
は
、
一
パ
ネ
ル
で
説
司
王
、
レ
ン
コ
、
ノ
な
主
志
で
が
ト
レ
ー

に
及
ぼ
す
影
響
が
大
き
い
食
口
問
添
加
一
百
に
伺
を
y
あ
く
ら
い
食
べ
れ
ば
一
酒
は
特
級
会
一
、
五
五
O
円
)
で

一に
入
れ
ろ
れ
、
売
ら
れ
て
い
る
。

物
。
次
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
朝
、
昼
、
一
い
い
の
だ
る
つ
か
。
一
は
九
一
七
円
が
税
金
一
級
(
一
、
一
ト
レ
1
一
枚
に
つ
き
、
耳
目
1

晩
の
食
事
の
サ
ン
プ
ル
を
作
り
、
そ
一
舎
器
を
赤
、
賞
、
線
に
分
け
て
一
八
円
む
円
〉
は
四
四
一
円
三
極
(
一
、
一
五
円
か
か
る
。
そ
れ
が
曹
田
代
金
に

れ
に
充
な
添
加
物
が
章
ゃ
れ
て
い
一
解
り
や
す
い
き
に
パ
ネ
ル
覇
。

E
8巴
二
ハ
九
司
ウ
イ
ス
キ
一
含
罪
、
コ
ス
ト
高
に
な
る
ほ
か
、

る
か
を
傑
示
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
私
一
血
や
肉
に
な
る
赤
の
食
品
は
百
丁
(
二
、
主

δ
円
)
は

一
二
三

一
う
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉

た
ち
は
、
一
日
に
塑

δ
趨
煩
の
食
一
に
、
魚
介
、
肉
類
士

δ
マ
ま
均
一
四
司
ビ
1
ル
(
二
六
五
円
)
は
こ
こ
れ
が
ゴ
ミ
と
し
て
捨
て
ら
れ
た

吊
添
加
物
を
食
べ
大
迂
ら
れ
て
い
る
一
豆
響
穴
O
句
、
卵
五
O
マ
牛
乳
、
一
二
七
可
焼
酎
甲
類
(
八
九
O
円
)
一

と

い

う

。

一

乳

製

師

二
五
O
句。

一一

O
五
円
、
焼
酎
乙
類
(
一
、
一
O
唱

消
貧
者
の
最
小
限
の
防
衛
策
と
し
一
働
く
カ
に
な
る
黄
の
食
品
処
殺

5
1て
=
円

δ
)
七
一
ニ
円
。
タ
パ
叩

て
、
妻
室
よ
く
見
て
、
金
口
伊
添
加
一
塑
宍

γ三
五
♀
く
芋
類
一

O
一
コ
時
、
な
ん
と
一五六
祭
税
金
だ
と
軸

物
の
少
な
い
も

2
買
う
。
天
然
添
一

O
マ
油
脂
塑
一
0
1一
二
五
マ
砂
一
い
う
。

加
物
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
む
や
み
に
一
潜
ニ
O
句

。

一

電

気

料

金

も

一

カ

月

三

、

六

Q
U

飛
び
つ
く
と
患
や
め
る
。
禁
均
一
体
の
調
平
を
と
と
の
え
る
努
食
一
円
が
越
え
る
と
五
診
察
っ
き
、

天
然
・
健
室
品
f豆
諸
嚢
権
一
日
ほ
、
野
菜
ニ

8句
、
海
そ
っ
こ
一
ガ
ス
料
金
も
一
カ
月
一
万
二
、

8

か
め
さ
マ
と
呼
び
か
け
る
。
一
マ
果
実
ニ
ハ

6
1

一
O
円
を
越
え
る
と
ニ
物
の
税
が
つ

飽
食
の
時
代
と
言
わ
れ
な
が
ら
も
一
「
育
訊
盛
り
の
中
学
生
に
は
、
牛
一
く
。

7ノ
バ
ラ
ン
ス
な
食
品
摂
取
に
よ
っ
一
乳
一
本
、
卯
一
甥
ぶ
許
に
食
べ
さ
一
芝
、
霊
菱
電
製
品
に
も
五
吋

て
体
調
を
怨
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
一
せ
て
あ
げ
て

τさ
い
。
カ
ル
シ
ウ
ム
一

1
一一O
物
の
税
が
掛
け
ら
れ
て
い

消
費
者
の
マ
ナ
ー
も

東
京
都
で
も
五
十
七
年
七
月
に
、

消
資
生
活
対
策
審
墾
宗
青
果
物
の

伺
涯
に
関
す
る
答
申
を
都
知
事
に
出

し
て
い
る
。
そ
れ
を
つ
げ
て
都
は
、

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
関
係
官
事

業
者
に
対
し
改
善
指
導
を
行
っ
て
い

る。
し
か
し
、
ス
ー
パ
ー
マ
l
ケ
y
ト

側
ば
か
的
妥
}
攻
め
る
の
で
は
な
く
、

消
費
者
も
買
物
の
マ
ナ
ー
を
守
り
、

売
る
側
が
ト
レ
ー
を
つ
り
な
く
て
も

済
む
さ
つ
協
力
す
る
事
が
大
切
と
呼

び
か
け
る
。

例
-
忍
い
町
、
野
菜
や
果
物
な
ど
商
品

を
積
み
あ
げ
た
も
の
を
下
か
A
長
き

取
《
な
い
、
乱
暴
に
取
り
扱
か
わ
な
一
排
出
さ
れ
る
ゴ
ミ
が
一
七
、
四
八
O
一
本
つ
に
語
っ
た
。
「
ゴ
ミ
も
財
産
で

い
、
指
で
押
さ
な
い
な
ど
。
桃
な
ど
言
。
タ
テ
五
二
、
く
ヨ
コ
四
五
円
、
百
五
る
。
百
円
の
ジ
ュ
ー
ス
。
門
会
揚
代

は
、
指
で
押
す
と
、
そ
乙
が
腐
っ
た
二

O
J入
り
容
器
に
つ
め
る
少
子
る
一
三
十
円
を
飲
み
終
れ
ば
捨
て
て
し
ま

去
迂
色
に
な
り
、
暫
定
し
て
売
一
と
、
富
士
山
の
二
一
一エ
ハ
倍
に
な
る
。
一
う
。

歪
九
、
新
聞
の
打
り
込
み
広
告

れ
な
く
な
る
か
色
村
、
一
昭
和
五
十
七
隻
度
の
、
都
の
ゴ
ミ
一
が
一
キ
ロ
で
四
個
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
l

お
互
い
が
相
手
ナ
の
立
場
を
国
語
す
一
対
策
費
は
て
一
四
七
億
一
千
万
可
一
パ
ー
が
出
来
る
こ
と
に
注
目
し
た
な

る
乙
と
か
ら
、
よ
い
関
係
が
生
み
だ
二
日
に
す
る
と
約
三
億
円
に
も
。
一
リ
サ
イ
ク
ル
と
雇
用
、
リ
サ
イ
ク

さ
れ
て
く
る
。
そ
し
て
ゴ
芸
者
一
ま
だ
ま
だ
使
え
る
ま
。
誇
コ
l

Z
と
福
祉
長
奪
後
の
テ
l
マ
と

ば
、
ゴ
ミ
処
理
貿
も
滅
り
、
税
金
を
一
ナ
ー
に
は
新
品
同
様
の
H

ゴ
ミ
H

を
一
し
て
勉
哲
レ
て
い
る
。
伊
勢
原
の
身

本
当
に
必
要
な
と
こ
ろ
へ
向
け
る
こ
一
一
堂
に
展
示
し
、
希
望
者
に
抽
選
で
一
障
者
房
持
つ
母
親
の
会
「
必
の
会
」

と
が
で
き
る
の
だ
。
一
配
っ
て
い
た
。
一
に
も
協
力
、
丹
沢
の
鍵
に
侵
産
所
を

一
買
って、

使
って
、
捨
て
る
ま
で
一
つ
く
る
針
画
を
具
体
化
す
る
こ
介
迄

捨

て

る

こ

と

は

一

を

上
手
に
や
る
こ
と
、
か
し
こ
い
消
で
き
た
。
今
で
は
日
本
各
地
で
リ
サ

浪
費
す
る
こ
と
だ

一
費
者
に
な
る
こ
と
が
、
自
分
奪
三
イ
ク
ル
に
想
定
た
れ
壱
雪
に

芸
品
樫
に
、

y
kり
く
ら
い
金
が
一
と
と
で
わ
あ
り
、
住
み
よ
い
町
づ
く
一
な
っ
た
。

使
わ
れ
て
い
る
の
か
|
一
り
の
一
歩
で
占
歪
め
る
と
戸
湊
主
活
展

東
京
都
の
例
で
み
る
と
、
一
日
に
一
は
語
的
が
け
て
い
た
。

身
回
り
の
ム
ダ
と
害

並

戦
後
生
活
を
整
理
す
る
時

無
反
憲
使
い
す
で
、
飽
食
、
大
震
翼
を
反
省
、
節
度
と
内
容
の

あ
る
ま
夢
声
」
り
も
ど
を
ヌ
」
い
司
遥
動
が
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
の

秋
左
畠
の
各
地
域
で
生
活
展
や
消
費
者
の
一策
い
、
が
聞
か
れ
だ
い

る
。
最
近
聞
か
れ
た
こ
つ
の
催
し
が
の
ぞ
い
て
み
た
。一

つ
は
東
京

・
杉
並
区
の
生
活
時
テ
l
マ
は
「
す
と
や
か
に
雲
上
手
に
活

か
そ
マ
負
っ
て
・使
っ
て

・章
あ
ま
で
よ

。
場
附
は
、
杉
並

区
立
高
井
戸
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
。
第
一
会
場
は
消
費
問
題
が
中

、
何
第
二
会
場
は
区
内
グ
ル
ー
プ
の
活
動
状
嬰
『
ハ
ネ
ル
に
し
た
も

の
が
中
心
に
偶
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
句
協
貧
困
体
に
よ
る
貯
替
、

義
語
、
水
道
、
電
気
、
ガ
ス
、
語
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
に

ぎ
や
か
。
ゴ
『
主
と
し
て
出
さ
れ
た
中
に
新
品
同
様
の
も
の
、
中
分
に

使
え
る
も
の
が
あ
っ
て
矯
か
さ
れ
た
。
い
ま
一
つ
は
、
神
奈
川
県
秦

野
市
の
「
く
ら
し
の
問
題
を
考
え
る
消
費
者
の
つ
ど
い
」

。一一
つ

の
分
科
会
で
実
効
を
あ
げ
て
い
る
遜
筋
の
体
験
を
紹
介
し
た
。

た
具
合
L

。
す
ば

puい
ア
イ
デ
ア

に
人
気
上
々
。

食
合
合
カ
ラ
ス
の
鳴

マ
同
婦
人
会
な
ど
で
は
新
年
の
集
一

1
1ジ
か
ぬ
臼
は
あ
っ
て
向

い
に
映
画
「
夏
み
か
ん
大
作
戦
」
を
二

Mm一
田
中
角
栄
の
名
が
マ
ス

上
映
し
、
一
人
天
が
夏
み
か
ん
二

Z「
一

コ
ミ
に
登
場
せ
ぬ
臼
は

個
分
の
ゴ
ミ
減
量
、
水
切
り
、
ゴ
ミ
一

一一

--u一
な
い
。
司
法
も
政
治
も

の
分
別
、
長
物
の
出
し
方
な
お
一

円

υ-行
政
も
従
っ
て
わ
れ
わ

「
く
わ
υの
問
要
」
考
え
る
消
費
一家
皐
ピ
の
び
と
絞
り
襲
H

を
呼
一
撃
巴
て
も
、
回
収
室
に
つ
い
て
一
注
警
呼
忠
臣
、
関
連
し
ず
九
竺

福

川

士

主
き
こ
ん
で
文
字

者
の
つ
ど
ど
が
+
角
十
五
日
、
楽
否
か
け
る
と
か
一
人
了
命
ゴ
ミ
処
一
の
対
策
が
十
分
と
い
え
な
い
。
販
売
一
に
茶
が
ち
は
干
し
ず
伐
に
、
西
瓜
の
一

r
l
L
ど
お
り
臼
本
列
島
ぐ
る

野
市
文
悠
語
で
聞
か
れ
た
。
平
塚
一理
の
実
体
を
知
り
賢
い
消
費
者
と
し
一
か
ら
回
雲
で
系
務
ι
っ
て
考
え
ら
一
皮
は
日
光
に
干
し
て
か

Eい
っ
た
一
み
の
騒
ぎ
に
な
る
の
だ

市
、
薬
野
伊
護
市
、
大
磯
町

一て
協
力
の
気
持
を
き
っ
一
れ
て
な
い
の
が
一
番
の
間
喝
一
ち
ょ
っ
あ
注
意
が
私
意
撃
が
一
か
ら
、
確
か
に
彼
の
列
島
改
造
は

4

二
宮
町
宮
市
ニ
町
の
襲
で
続
け
一

マ
学
買
望
書
参
、

E
T
一
消
費
者
は
被
害
者
付
知
、
加
害
者
に
一
ゴ
ミ
に
消
え
ず
に
済
を
い
う
結
果
一
権
絶
議
H

と
い
う
形
で
は
実
現
さ

ち
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
士
三

ル
袋
、
ト
レ
イ
等
豪
に
雪
委
一
も
な
り
得
る
。
ゴ
ミ
は
鎗
て
る
も
の
一
に
つ
な
が
る
と
い
う
惑
言
。
一
定
。
エ
ラ
イ
人
で
あ
る
。
一審
で

回
目
。
参
加
者
は
各
市
町
村

2吉
一な
い
。
覇
襲
震
の
輸
を
ひ
ろ
一
と
し
玉
ι
け
で
な
く
、
裏
の
一
つ
一

【全
体
会
】

一
実
刑
判
決
が
王
C
れ
、
そ
の
中
で
あ

3

一
学
校
婦
人
会
、
消
費
者
宏
惹
Y
あ

一げ
さ
っ
。
一
と
し
て
み
る
姿
勢
を
身
に
つ
け
た
一
柏
木
秦
野
市
長
か
ら
「
国
民
が
豊
か
一
れ
だ
け
精
密
詳
細
に
五
億
円
受
芝

一
団
健
所
属
す
る
メ
ン
バ
ー
で
、
今

一
マ
収
集
票
に
つ
い
て
近
所
同
一
ぃ
。

一
さ
の
中
で
港
湾
な
い
国
な
の
に
物
論
証
さ
れ
た
の
に
「
そ
の
事
き
な

一
年
は
昨
年
吉
三
団
体
変
十
七
回

一士
で
括
主
い
、
そ
の
結
果
と
し
て
一

マ
農
協
婦
人
部
は
年
一
回
の
農
業
一
実
回
礼
す
る
震
署
失
っ
た
。

ζ

一
い
」
と
シ
芸
切
る
語
句
安
D
く

二
時

一連
襲
、
警
察
宰
抗
、
さ
れ
一
ま
つ
り
で
不
用
口
開
発
会
、
リ
フ
三
色
た
会
は
意
警
る
乙
と
で
量
一
「
受
取
っ
た
こ
と
は
覚
え
て
な
い
。

こ

一
二
つ
の
分
科
会
に
各
二
百
票
参
一
い
な
収
集
票
に
な
る
と
同
時
に
近
一

l
ム
望
書
っ
て
い
る
が
協
力
の
一
を
雲
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
」
あ
っ
た
と
し
て
も
、
ほ
か
の
傘
と

4

一
加
、
裂
の
あ
主
意
泰
男
竺
所
付
一
室
口
い
も
よ
く
な
っ
た
覇
も
蚕
震
に
よ
灼
広
げ
た
い
。
一
続
い
て
警
豊
富
セ
ン
タ
ー
一
手
で
妻
、
党
の
た
め
に
費
さ

恥
一
引
続
き
関
東
リ
サ
イ
ク
レ
義
市
民
一
あ
り
、
参
考
に
し
た
い
。
一
マ
は
だ
の
く
ら
む
吾
、
喜
一
重
・
荷
量
氏
、

n
Eの
間
一
定
」
っ
き
角
栄
個
人
は
グ
実

F

W

一
の
会
代
表
・
小
泉
慶
一
氏
の
講
演
が
一

【第
二
分
科
会
】

一
主
主
作
り
直
し
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン

一
嬰
考
え
る
消
費
者
の
つ
ど
い
寿
一
志
て
受
取
っ
て
い
な
い
と
い

2

7
一
あ
っ
た
。

一

と

の

自

の

護

を

し

た

、

小

泉

段

シ

ョ

ウ

を

窓

っ

ち

男

物

Y
シ
ャ
一
蚕
員
会
代
表

・誇
田
鶴
子
氏
、
旦
忠
。
ζ
の

皇

警

官

套

荏

ど
【
第
一
分
科
会
〕

一
一
氏
草
心
に
語
そ
っ
資
額
C

一
ツ
の
衿
品
き
り
オ
ー
バ
ー
プ
ラ
玉
益
重
量
沢
グ
ル
ー
プ

・
豆
わ
せ
た
。

民
民
一
P

壮
語
包
の
ゴ
ミ
H

が
テ
I
マ
。
一
ヂ
を
主
題
尺
四
名
の
発
表
房
参
一
ウ
ス
只
芸
の
ス
カ
ー
ト
を
ブ
ラ
一
李
枝
氏
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
て
一

芸

合

判
決
当
日
、
テ
レ
ビ
出
演

よ
一
助
言
者
に
、
日
本
消
費
者
連
襲
豆
電
進
め
ろ
れ
ち
差
報
告
・
豆
ウ
スに、

G
パ
ン
を
バ
ッ
グ
に
、
黒
一
務
理
移
っ
た
。
講
師
の
小
泉
農
こ
し
た
大
量
警
が
重
で
も
居

守
一
グ
ル
ー
プ
の
喜
一震
を
迎
え
て
一
見
な
主
語
?
ー
一
の
フ
ォ
ー
マ
ル
ド
レ
ス
ミ
ト
ス
一
号
、
±
一年
前
に
ソ
ッ
ポ
高
か
一
直
る
固
定
ヤ
ク

Z同
じ
だ

L

世
閥
か
れ
た
。

霊

童

貧

乏

マ

伊

農

薬

需

で

は

恵

三

l
ツ
に
、
ワ
ン
ピ
ー
ス
室
別
掛
け
に
、
一
れ
て
い
る
ゴ
ミ
亀
題
に
自
菌
防
言
回
っ
た
ら
局
に
ヤ
ク
芦
」
名
乗
る
男

三

ケ
1
ト
の
結
果
な
差
思
表
を
つ

一
ン
ポ
ス
タ
ー
と
い
う
す
蜜
雰
あ
ウ
ー
ル
の
替
警
野
良
替
に
と
い
っ
一
た
、
そ
の
出
発
点
か
ら
入
っ
て
次
の

F
b包
括
が
あ
っ
て

d
レ
た
言

乙
一
か
つ
て
説
明
次
の
さ
つ
に
ま
穿
」
め
一

つ
ゼ
ん
し
て
い
る
。
生
ゴ
ミ
草
肥
一
薗
・
・
・
・
岡
凶
瞳
圏
圃
圃
伊
誠
・
・
=
審
で
ぶ
ち
益
罷
る
。
署

警

司
一
た
。

Edる
お
で
、
察
な
い
プ
ラ
ス

--EE---------園間
圃

圃

石
算
句
ぢ
よ
顔
季
る
ヤ
ツ
と

Z

|ゴ
ミ
富
す
窓
市
民
の
云
フ
一
チ
ッ
ク
円
高
下
部
五
円
y
襲
王
中
一

圃

・

・

・

・

・

・

司

君
同
宮
崎
鵬
一
同
じ
扱
い
を
し
な
い
で
く

iF
毎

回
大
一
ル
は
も
ち
苧
ん
だ
が
、
生
産
す
る
企
一
に
埋
め
、
上
認
を
密
閉
す
る
フ
タ
が
一
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
田
隣
!
"
い
臨

E
E
一
っ
て
き
た
と
。
そ
ん
な
潔
く
な
い
行

忍

一

業

量

意

事

乙

毒

考

弐

最
一
あ
る

O
R詰
れ
ず
、
犬

・
哲
一

.

.

.

.

.

.

.

.

 

場

制

副

司

混

一

為

は

ヤ

ク

ザ

な

ら

風
一

定
号

室

M
Z歪
で
質
事
と
る
気
持
事
た
な
一
番
ら
な
い
。
喜
一
襲
撃
石
灰
一

・

・

・

・

・

・

・

喝

&

圃

勺

幽

潮
市
一
い
う

2
5つ
05の
声

明
空
け
れ
ば
、
次
長
は
ゴ
ミ
に
埋
ま
一
チ
ッ
ソ
を
ま
け
ば
量
華
胞
に

OE-----・舗
副

'

島
市
習
一
議
事
長
は
百
本
は
三
審

g

E
一
つ

て

の

生

活

に

な

る

。

一

マ

毒

事

・6
つ
に
葬
場
多

一
聞

副

・

圃

定

阻

4

・a臨ぷ一色
、

号

室

宅

建

一

一

一

・
・
岡

村
幽
・
・
・
・
田
司

a---a円M
唱
週
雌
掴
闇
る
た
一

園
毎
一
言
ミ
の
水
分
議
室
比
め
一
い
所
は
妻
、
ノ
が
悩
み
。
ゴ
ミ
箱
は

m
m・
-

聞

岡

L
'
ν
越

す

以

一

に

警

は
決
め
完
ぬ
」
と
い
う
。

一
国

語

.

.

 

濁
圃
&
聞
d断
つ
煎
一
思
考
言
論
理
で
も
あ
り
、

川

日

日

日

日

一

一

一

一

体
験
か
ら
得
た
教
訓
秦野

リ
サ
イ
ク
ル
、
過
剰
包
装
・
:

十
月
十
四
日
1
土
ハ
自
に
聞
か
れ

た
杉
並
区
の
生
活
展
第
一
会
場
に
入

る
と
、
の
み
も
の
、
お
や
つ
、
お
か

ず
、
と
密
か
れ
た
カ
ゴ
の
中
に
、
ジ

ュ
ー
ス
や
炭
酸
飲
料
水
、
奥
平
薮
、

ハ
ン
バ
ー
グ
、
オ
ム
レ
ツ
な
《
子

供
た
担
が
醤
び
雲
母
食
べ
も
の
の

絵
が
錨
か
れ
た
カ
l
ド
が
入
っ
て
い

る
。
そ
の
中
か
ら
自
分
の
好
き
な
食

べ
も
の
、
飲
み
も
の
の
カ
l
ド
を
選

ぶ
と
、
相
雪
コ者
が
そ
の
食
べ
も
の
に

室
長
た
食
品
添
加
物
に
つ
い
て

て
い
ね
い
に
教
え
て
く
れ
る
。

食
品
添
加
物
の
知
識

食
昂
添
加
物
は
、
阻
和
五
十
八
年

j
 

•. 

山
内
}

I‘ 

考

果してこれが必要か

葛飾区教育資料館

*
値
造
元
兵
庫
県
竜
野
市
ヒ
ガ
シ
マ
ル
醤
油
株
式
会
社

汐
池
一ハ憎
噌

E
F

レ

U'.カヒMT
 

* チぷ肩「まりか.
多暗記v'".:!さLI..~



全国

読書週陶
特 ..-"集

(2 ) (木曜日 〉昭和 58年 10月 20日安寿 f、来斤降"〈第三種酌礎物豚可}第 71ワ号{揖三種郵恒明認可}会司~ /'、潟斤1!rf国釜~〈木曜日〉回東]58年 10月 20日(3) 

の
ま
へ
よ
く
遊
び
に
待
っ
た
思
い
出
労
働
省
め
初
代
間
人
少
牢
局
長
よ
し

を
山
称
建
護
民
に
替
、
震
も
て
の
功
績
突
き
い
。

っ
か
ぬ
y
友
人
・知
人
の
輪
'
に
ホ
「
山
川
南
世
興
」
は
予
約
出
涯
の

ォ
と
国
わ
廿
畠
巧
四
巻
の
月
報
に
は
形
亭
戸
」
っ
た
が
、
サ
ー
ク
ル
専
で
蝿

干
玄
再
開
平
阜
大
教
疫
が
置
い
て
い
人
間
照
り
テ
キ
ス
ト
と
し
て
や
よ
く

る
。
子
安
亨
ん
と
い
う
と
シ
ュ
タ
イ
使
わ
れ
て
お
り
、
反
膏
が
止
き
い
。

ナ
l
宇
一
安
梁
て
ら
い

τ?と
伺
ゃ
っ
一
つ
罪

τな
ら
な
い
の
は

の
闘
保
、
と
思
っ
て
し
事
一
系
、
子
十
月
一
白
浜
警
れ
た
「
羽
毛

窓
宇
佐
亭
舗
で
喜
高
空
た
章
一
在
期
」
の
第
一
干
一
岳

民

人
。
平
少
記
を
シ
ュ
タ
イ
ナ
1
単
段
聞
の
か
が
や
さ
」
。
己
れ
は
ま
止
九
息

に
行
か
E
Z
、
学
生
時
代
の
曹
の
良
い
全
集
で
、
昭
和
二
年
に
第
一

軸
研
究
の
兎
長
で
あ
事
と
い
う
。
巻
が
出
で
、
噛
国
士

一巻
薬
品
『

「
ら
い
T
K
4
桑
」
が
き
っ
か
け
拙
後
、
昭
和
T
平
八
年
ま
で
に
八
巻

で
一
干
五
日
の
テ
レ
ビ
朝
日
「
徹
子
出
ち
そ
れ
か
ら
一
干
手
自
の
晶
，

の
部
屋
に
小
林
警
護
さ
ん
が
出
年
二
十
年
ぶ
れ
だ
第
一
干
一

票

制
す
る
。
乙
の
極
の
番
組
者
ほ
珍
し
出
た
わ
は
匂
己
と
し
は
、
嗣
人
4
4
E

い
、
地
味
な
話
客
室

F
H鈴
、
劃
刊
八
十
周
軍
に
あ
た
り
、
記
念
事

県
馴
さ
ん
も
ら
い

τつ
に
興
味
を
持
離
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。

味
探
い
。
第
一
盛
官
ほ
、
作
家
の
大
っ
て
い
る
と
い
う
か
宍
問
曲
応
対
己
の
書
作
摘
は
、
羽
仁
ち
と
平
さ

圏
平
民
が
申
宇
時
代
、
、
b
い
て
う
墜
迂
る
だ
雪
。
ん
が
画
い
て
い
た
い
開
入
率
あ
語

==-sZis--2====三三
一--=一==品-一==圭5i喜-呈言Zii一主言Zii一歪言EE=EEE===三z==三三一==石石三霊三ZE一
2
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三
三
喜
一
-
主
主
主
主
主
主
S
S
E
-
苗
空
孝
宗
家
集
め
て
刊
行
革

民
科
大
単
助
教
授
(
の
ち
東
京
市
大
だ
レ
た
h
あ
。
昭
和
二
年
と
い
司
メ
」

総
長
)
ル
話
婦
、
三
十
容
U
R
が
ち
婦
人
之
友
は
も
っ
創
刊
し
て
す
り
回

，

、

I

a

軍
を
措
干
、
沈
黙
手
守
っ
た
ご
と
も
あ
半
世
桓
戸
」
な
匂
、
大
正
T
年
に
起
立

白

川

ノ

。

剰

り
、
作
品
が
自
に
ふ
れ
ず
、
安
志
り
し
た
自
由
学
閣
も
歪
年
た
っ
「
議
直

.

.
 1

比

H

巴

知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
与
の
肝
論
も
が
由
ま
っ
て
き
た
と
ろ
。
そ
ん
な
時

今
年
の
刊
行
で
閏
を
ひ
く
の
人
監
理
人
書
加
U
て
旨

f
g、
文
を
間
ん
だ
人
も
少
な
い
だ
ろ
う
し
や
す
い
と
い
き
と
主
っ
て

「
」

J
4
.

童
も
、
現
代
に
通
じ
る
量
的
で
聞
に
害
れ
師
肝
に
乙
左
手
毒
事」

は
、
な
ん
と
い
っ
て
も

「
ら
い
吉
六
巷
「
瞳
に
母
の
遣
要
望
」
し
、
ま
し
主
の
傍
踊
文
は
見
た
全
論
文
の
半
分
く
ら
い
を
躍
し

A

ミ

キ

ラ
ジ
カ
ル
な
お
で
あ
る
o
控
室
ふ
や
し
て
い
っ
%

時
計
(
軒
宗
一
一
一
割
怖
い
計
一
刊
誌
日
正
ま
れ
齢
二
月
き
ら
い

2
警

の

ら

が
臨
時
時
の
間
話
諸
民

主
ヨ
、

、A

に
蓄
す
る
予
宅
一
巻
「
宵
鞘
」
順
に
嗣
Z
t
れ
て
い
弓
な
品
究
さ
れ
て
い
る
が
、
昭
和
初
考
え
は
じ
め
た
の
は
十
牢
ほ
ど
も

佳

不

均

S

E

露

突

き

い

。

も

要

望

言

、

小
誠
一
判
官
抗
議
諮
問
話
相
即
戦
誠
一
帯

梨
臓

告
知
車
時
一
龍
一
期

開
人
の
需
」
(
大

FU)、
女

陸

E

嗣

芸

っ

た
H

と
い
宝
E
E
Y
量
産
向
い
な
い
君
事
っ
号
、
白
い
て

吉

リ

j

十
一
月
か
詩
句
出
さ
ん
の
者
転
と
子
墜
さ
の
羽
仁
安
」
子

i

J
 

「
問
題
「
E
る
婁
抗
持
せ
よ
」
う
「
青
島
の
覇
の
首
事
申
の
嚇
需
の
筆
き
5
ほ
、
平
和
問
ゑ
巌
伝
も
薗
い
宍
肝
論
家
体

重

ア

子
作
も
喜
多
ベ
言
」
ち
に
壁
の
肝
健
福
も
却
え
一
、
新
し
い
醜

(
大
一
自
治
相
d
)

、
一
書
「
踊
一
字
句
は
知
っ
て
い
て
も
、
こ
の
金
県
費
、
強
烈
ち
の
L
S
人
手
号
表
苧
袋
、
何
年
も
か
か
っ
て

叶

リ

と
ば
っ
て
い
て
奈
楚
っ
た
。
昭
和
室
賛
否
い
眉
に
や
と
つ
つ
き
ゃ
ま
J

5

2

普

通

っ

て

豊

川

九

十

四

年

に

ド

メ

ス

原

自

:

J

工

妻

'
F
U
て
い
る
。

L
『
奇
弔
く
一
昨
年
利
宮
見
通

E

』

別

法
第
回
終
似
て
い
た
の
で
、
そ
羽
「
主
主
作
舞
ペ
モ
杭
ぞ

E---R

司
4

・
レ
が
つ
い
た
と
い
品
、
い
亮
佐
、

U
U

「
れ
を
わ
と
に
調
べ
空
語
、
そ
れ
れ
の
意
向
悪
夢
量
ね
、

崩

初
出
本
の
一
不
明
容
も
の
も
少
々
あ
る
よ
り
か
な
的
多
く
の
著
作
が
克
っ
か
を
つ
づ
け
、
い
ま
恥
峯
密
天
手
で
き

と

い

う

。

っ

完

全

喜

停

を

入

れ

垂

」

套

宏

司

。

第

一

巻

初

問

以

輩

出

抱

以

ト

セ

図
膏
闘
や
研
究
者
存
号
夢
、
、
乙
と
し
五
月
に
出
荷
輯
耳
全
蝿
」
量
に
上
宮
、
妄
仙
、
同
H
U
問
要
繭
壱
っ
す
ぐ
、
エ
草
月
間
#
突
破
す
'
る

思
い
の
ほ
か
若
い
層
が
醐
入
し
て
お
の
清
水
(
古
在
)
輯
耳
は
雪
玄
J
じ
で
い
る
来
志
多
い
の
で
、
重
と
い
う
、
君
E
E
議
数
f

q
「
云
居
丈
〉
」
に
骨
審
予
約
に
比
べ
区
る
か
に
知
名
町
祭
警
望
号
の
だ
げ
に
し
ぼ
っ
告
で
れ
需
の
描
人
迄
義
母
「
君
先

の
注
文
ま
き
」
と
玄
月
膏
后
で
ー
ー
と
い
う
宮
、
い
ま
率
先
で
も
全
盛
(
開
一
き
と
い
う
若
者
在
い
ま
限
ん
で
も
少
お

も
確
か
な
手
ご
た
え
に
曹
ん
で
い
ど
翌
五
て
い
な
い
が
、
明
治
ナ
年
大
部
な
も
の
に
な
っ
%
益
事
事
古
く
な
く
、
7
v
J
ュ
で
す
。

羽

る
。
代
ず
つ
二
十
年
代
に
か
ぞ
「
女
学
の
費
に
立
っ
て
踊
人
理
屈
岡
し
仁
宝
子
先
晶
表
智
h

忘
い
若
い
眠

喜
に
ぽ
タ
が
皆
差
是
雑
停
事
」
可
宝
仙
明
J
ャ
よ
ノ
リ
ス
た
山
川
護
苧
ん
は
、
職
争
中
も
そ
事
方
に
も
、
と
の
開
苦
積
ん
で

れ
て
い
る
が
、
想
外
な
人
安
否
ロ
ト
の
草
分
p
b
f
従
軍
を
ふ
る
っ
の
窓
雰
題
手
、
申
窪
栴
拍
一
貫
理
主
九
い
。
」
と
い
っ
て
い
る
。

い
て
う
y
あ
関
わ
り
が
わ
か
っ
ず
典
た
会
九
。
二
十
五
歳
で
古
事
自
己
・
し
て
い
る
噌
主
宅
も
有
笥
職
後
は

昨
年
世
白
書
に
か
立
て
在
の
語
、
肝
摘
も
の
の
章
、
産
車
内
行
が
闘
に
葉
市
高
行
T
5
2
れ
て
い
る
己
む
お
益
者
の
叩
秘
的
宇
多

Lほ
、
改

っ
く
。
昨
年
軟
に
完
結
U
た
「
州
菊
栄
些
(
全
十
巻
喜
一
、
富
曹
時
一
冊
一
一
志
的
支
高
い
人
び
と
に
感
動
吾
与
え
、
嗣
人
間
阻
へ
の
関
、
転
た
か
め
て
い
ま
え
主
句

υ
i
xバ
円
以
内
)
、
己
と
し
に
な
っ
て
五
月
に
「
輯
耳
金
管
室
一
巻
七
八
円
む
内
こ
む
お
動
空
河
応
す
る
ま
J
に
、
附
人
関
係
の
文
献
や
出
版
物
の
慣
刻
や
文
献
自
制
も

阜
上
文
化
〉
、
六
月
か
ち
翠
雪
い

τっ
書
密
室
主
己
大
片
曹
層
、
一
望
す
る
く
山
警
れ
て
い
る
。
こ
己
た
凶
版
に
よ
っ
て
先
警
の
一
翠
句
、
思
想
め
全

Q
匂
円
)
の
到
汀
が
は
じ
ま
っ
た
。
差
、
十
月
に
は
「
羽
「
包
と
著
作
集
」
の
第
一
一
察
官
か
に
さ
れ
、
特
輯
慈
諮
簡
や
凶
躍
に
出
同
か
な
く
て
賀
両
め
人
が
重

土
器
(
刷
人
S
4
且
社
三
〔
む
円
〉
が
出
原
と
い
っ
た
具
令
小
併
と
遣
い
、
と
か
く
に
知
る
E
か
で
幸
也
の
は
大
き
い
。

と
っ
っ
さ
く
い
評
論
も
の
の
個
人
全
集
が
こ
れ
だ
け
宮
と
い
う
こ
在
、
立
話
前
に
一
十
七
日
か
お
説
曹
潤
問
M

宣
官
、
己
う
し
「
ま
重
し
で
み
弓

は
哲
え
A
れ
な
か
っ
た
'
b
ー
や
は
り
w
踊
人
デ
の
一
霊
泉
示
す
お
で
あ
る
つ
。
開

、

改
め
て
「
ら
い
て
う
」

月
報
に

広
く
意
外
な
交
友
の
輪

制
噂

ゐ

筑

船

側

出
柑

醸
の
私
あ
で
補
い
、
劃
刊
以
来
一

部

、
ノ
王
に

d
q
の

を

な

く

覇

し

2

E

r
d
J
V

判
別
r
u
b
畠
日
m
a
m

昨
年
明
拍
一
間
(
明
楠
お
年
か
ら
〉

i
'

i
!
4
1
者
担
句
今
年
明
治
二
期
、
大
正
-

告
の
貴
腫
な
婦
人
の
新
聞
雑
誌
の
て
い
る
。
離
に
を
雪
紹
介
さ
れ
て
米
当
期
を
刊
行
、
明
後
年
宣
ハ
月
に
刊
付

事
宏
君
の
躍
在
「
日
本
立
と
の
中
高
に
注
目
さ
れ
君
は
な
強

T
を
受
け
て
き
弓
四
十
三
砕
終
わ
る
予
案
、
あ
る
。

性
史
研
究
文
献
日
観
」
(
東
京
大
学
「
開
玄
新
聞
」
の
慣
刻
だ
歪
J
4
婦
牢
聞
も
の
聞
の
発
行
で
、
ほ
芙
な
い
草
令
研
究
者
夜
明
文
新
型

出
盛
百
)
、
「
近
代
蝿
人
間
一
組
私
書
女
新
型
は
楠
島
四
郎
に
よ
っ
て
明
置
で
あ
り
、
保
存
さ
杭
て
い
る
名
の
に
出
た
記
事
詞
べ
た
い
と
い
2』

選
集
正
・開
」
(
日
本
図
書
セ
ン
拍
=
干
三
年
に
劃
刊
吉
れ
、
以
来
昭
も
少
な
く
、
長
め
自
に
ふ
れ
に
く
告
ほ
、
保
存
レ
で
い
争
と
と
旦
が
少

タ
1
)
、
一
昨
年
刊
行
を
経
伝
翁
相
十
七
牢
や
む
を
蹟
刊
さ
れ
重
か
っ
た
と
と
句
人
に
智
れ
な
か
な
い
た
め
、
大
変
真
左
が
、

こ

=
千
五
園
田
白
出
版
文
化
貨
を
受
賞
て
四
十
一
二年間、

週
刊
で
、
一
買
っ
た
原
函
だ
用
電
杢
屈
服
の
慢
の
慢
刻
は
、
女
性
史
、
甲
山
代
史
研
究

し
た
ド
メ
ス
出
取
の
「
日
本
帰
命
し
て
女
祭
宣
車
宍
婦
人
の
問
刻
山
崎
覇
の
時
、
毒
の
童
図
に
と
っ
て
由
憲
章
還
と
な
る

闘
車
線
成
」
等
々

d
刻
甘
告
膏
雰
幅
広
く
一
報
通
じ
、
時
し
で
き
十
、
。
郎
民
が
、
東
大
・明
桔
文
庫
に
寄
贈
だ
雪
。
患
で
四
万
八
千
ペ
ー
ジ
、

鞘」

「
女
人
語
」
「
明
女
新
聞
」
女
性
史
よ
、
暴
す
と
あ
豆
な
し
た
も
の
を
も
と
に
、
一
田
谷
幸
喧
2
九
十
九
万
円
と
い
う

(
以
上
否
雇
〉
等
自
販
さ
れ
い
7
ャ

L
リ
ズ
ム
若
に
、
不
思
E
L
季
邑
面
会
図
書
館
の
所
大
高
で
あ
る
。

「
婦
女
新
聞
」

⑬ 

X 

く
て
と
い
う
朝
合
は
、
漏
醐
宇
前
ち
ょ
っ
と
買
が
つ
か
な
い
が
ん
l
分
電
盤
は
Y
ヨ
の
家
で
も
苗
所
と
な
い
。
分
時
盤
が
妻
宅
、
漏
揺
し

ぐ
牢
立
で
か
絶
対
必
詩
句
ム
エ
ア
コ
ン
の
椋
熱
田
、
自
動
販
売
か
、
マ
ン
シ
ョ
ン
等
で
は
玄
明
と
か
や
酎
掃
を
入
れ
る
塑
閉
が
あ
れ
ば
闇

こ
の
ほ
か
注
寧
レ
た
方
が
い
い
の
融
、
庭
園
灯
な
ど
も
咽
え
を
怠
り
な
に
よ
く
あ
る
が
、
左
側
に
ア
ン
ペ
ア
単
だ
が
、
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
と
、
分

は
自
の
上
聞
に
圃
い
で
あ
る
附
置
く
。
政
鼎
器
は
大
体
麗
外
で
雨
が
か
ブ
レ
ー
カ
l
、
右
側
ド
良
時
用
し
ゃ
司
祭
読
を
取
り
か
え
る
と

ιに
な

聞
と
か
、
柏
の
ポ
ン
プ
、
池
申
の
照
か
吾
も
の
。
た
と
る
四
百
じ
て
い
た
断
訟
が
つ
い
て
い
る
。
己
の
ア
ン
ペ
る
。
胡
惜
し
ゃ
断
費
肢
で
気
回
ヰ

明
灯
ほ

4
ポ
ン
プ
が
漏
越
し
で
い
っ
主
己
わ
吾
お
じ
ゃ
な
い
し
ア
ブ
レ
ー
カ
!
と
配
時
間
し
ゃ
断
器
五
盲
同
か
5
八
千
百
円
く
ち
い
か
か

る
の
を
智
子
、
製
漏
出
席
を
じ
よ
と
い
わ
れ
る
か
も
し
し
れ
な
い
が
、
子
の
闘
に
と
り
つ
け
る
。
丘
卓
建
っ
た
る
も
与
え
J
閥
単
に
と
り
つ
り
る
わ
り

《
正
ハ
ダ
シ
で
と
刊
と
ん
だ
p
u
た
ど
も
が
不
用
意
に
触
奇
心
配
も
あ
新
し
い
車
は
大
で
い
分
電
盤
に
司
」
の
に
も
い
か
な
い
だ
歪
所
、
増
索
、

色

、

高

で

君

。

る

。

霊

じ

ゃ

断

器

が

組

み

こ

ん

で

寄

@

躍

が

え

多

あ

ま

伊

あ

れ

ば

、

と
思
つ
が
、
古
い
家
出
-
争
な
い
の
ぜ
ひ
易
の
と
き
嗣
電
し
ゃ
断
揖
春
、

で
新
た
に
と
り
つ
り
な
げ
れ
ば
寄
り
あ
な
た
の
著
安
全
奪
品
の
は
、

戸
/
/
戸
三
ヲ
ン

司
グ
/
乞
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配
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H
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日
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1
5

4

3

時
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t
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叫
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γν
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i
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ー

一

-Wι

アースがついていれば、漏電している場合、

人がさわっても電慣はアース輔を通って大地

へ流れる。このよに蝿電しゃ断密があればも
う、万金、

あ
な
た
自
兎
ん
か
ち
il。

テ
レ
ビ
の
走
聞
い
「
舟
び
命

倒
れ
、
火
刷
出
L
な
っ
た
と
い
司
希

故
が
あ
り
、
あ
め
て
で
チ
レ
ピ
の
よ

の
帯
び
象
侍
づ
け
た
お
家
も
あっ

た
は
ず
。
暗
珂
器
貝
に
な
れ
き
っ
て

い
て
つ
い
万
一
室
忘
れ
る
貝
き

だ
が
、
や
は
り
P

安
全
H

に
は
嗣
芯

の
注
績
を
/

士
月
は
欄
電
し
ゃ
断
器
取
り
付
甘
普
及
月
間
で
否
9
0

，輔電
H

と
い
っ
て
も
ピ
ン
と
来
な
い
λ
が
歩
い
か
も
し
包
な
い
が
、
洗
欄
槽

な
Y
房
便
っ
て
い
て
ピ
リ
よ
梁
た
と
い
主
静
験
は
、
お
あ
包
で

し
ょ
う
。
話
、
品
寝
度
の
こ
喜
一
瞬
不
快
な
思
い
#
す
る
だ

け
主
ん
で
主
買
が
ち
、
さ
嬰
単
存
、
は
事
え
な
い
だ
る
つ
。

軽
自
警
と
ろ
、
火
災
の
応
事
説
炉
と
い
《
め
が
か
な
り

あっ
h
k
。
い
占
は
、
漏
需
に
よ
る
火
災
、
な
y
p」
い
司
め
は
た
正
一
て
聞

か
き
な
っ
て
お
簡
の
と
わ
さ
怪
童
守
記
長
ぎ
な
っ

て
い
る
---e-e。

実
際
に
、
現
在
、
嗣
電
に
よ
る
事
故
は
ご
く
輔
戸
辛
片
品
辺
跡
、

そ
れ
で
は
、
絶
対
に
安
心
か
と
い
う
と
、

N

絶
対
a
と
い
う
-
b
ほ

あ
白
え
な
い
の
弓
現
代
2
票
た
く
さ
ん
の
翼
翼
を
つ
か

つ
て
な
り
た
っ
て
い
る
以
長
所
つ
一
つ
'
の
ト
-
7
プ
ル
の
副
能

性

は

霊

で

重

い

。

君

主

み

号

万

書

留

i
!
ぞ

れ
が
踊
帽
し
ゃ
断
弱
ι
。
「
輔
君
な
ど
関
係
な
い
わ
」
と
思
わ
ず
、

こ
の
陣
正
確
な
知
警
持
買
議
奇
聞
嬰
正
る
つ
。

X
 

こ
ろ
ば
ぬ
前
の
ツ
エ

見
え
な
い
危
険
を
防
衛

増
改
築
の
時
が
チ
ャ
ン
ス

lJJjL12』

漏電しゃ断器取り付け普及月間 (10・1-3]) 

介電盤

ろ
う
電
し
ゃ
断
器
の
取
仙
扱

い
方

d守、
独立宜置の日を回附に首脳たちの打ち合せ

手
で
見
る
絵
本
木
、
手
E
露
本
、
手
ヲ
く
町
並

興
需
一
回
全
国
研
究
墾
天
川
同
抽
出

な

ど

普

及

願

い

息

詰

演

(

草

野

雪

印
月

ふ
れ
あ
い
の
広
場
回
鈎
同
S
U月
皇
国
)
⑨
停
り
方
晴
座

布
の
絵
本
、
主
貞
量
本
、
布
(
日
首
1
H
自
)
宝
れ

m
E
遊
具
、
広
大
写
本
寺
、
障
害
国
内
者
)
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
、
ふ
れ
あ
い
寄
席

の
た
め
の
、
あ
ら
宮
本
や
遊
具
の
(
凶
訪
日
U
月
L
3、
5
、
6

畢
公
事
研
究
袈
匹
、
捜
園
、
晴
習
日
)
⑤
号
室
(
凶
恩

g
s日
月

奏
陣
園
児
の
た
め
の
惹
遊
具
白
石
警
の
広
明
(
叩
月
習

に
一
層
理
解
と
震
を
究
め
る
4
3
日
明
白
)
宝
れ
あ
い
ギ
ペ
ラ

た
め
「
ふ
れ
あ
い
広
扇
羽
」
が
十
月
リ
1
(
陣
曹
児
の
怯
本
の
鼠
両
展
、

一一
1
九
口

s十
一
月
六
日
ま
で
日
比
パ
ネ
ル
展
張
」
)
⑥
副
司
コ
ー
ナ
ー

苧
ピ
ア
ィ
H
地
中
ト
鉄
内
謡
音
下
車
H

⑨
パ
ソ
コ
ン
補
祉
プ
ロ
グ
ラ
ム
ほ

で
待
わ
れ
る
も
(
キ
由
崎
市
の
絵
本
か
。
間
合
わ
什
母
、
市
町
絵
本
研
究

研
究
連
悟
会
、
全
国
社
会
樟
祉
協
踊
連
臨
E
E
Q
6
2
8
2
2

会
ほ
か
)
行
事
の
内
需
は
①
布
の
絵

9
〔
桝
成
社
内
)

。
ミ

ニ
王

国

φ

は

合
衆
国
主
ん
富
衆
国
テ

ン
プ
ラ
量
ι

話
国
ト
力
、
γク

全

国

に

こ

ん

な

共

和

国

間

畢

菌

開

ん

Z

ア
ホ
l
y
f
共
和
団
ア
ル
コ
力
ン
ト
H
f
a

ニ
コ
ニ
コ
其
和
国

l
ル
共
稲
田
あ
や
め
お
少
量
め
の
び
の
び
主
因
パ
パ
-
Z
T
共

国
阿
神
燃
偶
話
国
伊
関
商
共
和
国
プ
l
タ
ロ
ム
ラ
ベ
ン
ギ

和
国
強
守
運
動
協
機
会
オ
ホ
l
ン
村
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
血
ホ
ジ
草
L

ツ
ク
の
村
布
留
」
・
這
ち
た
ん
A
N
D
7
プ
ゼ
共
和
国
マ
ン

ぽ
の
国
カ
セ
ッ
ト
ポ
1
イ
共
和
ガ
王
国
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
王
国
ユ

国
か
に
王
国
雌
流
量
古
描
l
モ
リ
ス
ク
共
和
制
安
是

露
関
主
量
士
[
壁
国
銀
西
国
共
和
国
ヨ
ロ
ン
・
パ
ナ
ウ
ル
主

サ
ン
サ
、
ど
主
因
サ
ン
テ
ラ
ス
持
国
ヲ
ジ
ウ
品
其
和
国
ラ
フ
マ
ニ

稲
田
新
邪
騨
省
国
ジ
パ
ン
グ
ア
共
相
国
ル
ン
ル
ン
其
和
国

国
会
柏
田
の
牧
様
ス
ト
う
イ
ク
者
百
宇
宙
〈
志
士
宮
踊
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茸
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菅
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岡
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。
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踊
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る
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ボ
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③
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①
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縮
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燕
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司
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司
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岸
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近
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スイッチ、ポノ人フルパワー(1.4印w・3_800k田 l.h)で、
01:のお部屋を約あ#で181:'こ車速唖現。EEEA包J
あとは Eパワー(17Sw・1.2切k岨 Ih)で効率の良i古罰
董Ii，カラーも3色、本目、ワイノレッ1 シルクホワイh
・外・...股定.&(1の変化によりパワーが変動し皐す
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相
井
さ
ん
は
、
麻
布
獣
医
大
卒
業

後
、
よ
野
、
北
京
勝
、
よ
野
の
動
物
園

に
勤
務
し
、
動
物
の
飼
育
、
治
療
に

あ
た
る
一
方
、
野
生
動
物
の
生
婆
」

研
究
し
者
密
に
ま
と
め
、
動
物
の
世

界
を
通
し
て
子
供
の
情
操
教
育
に
寄

与。
者
容
に
は
、
「
ア
フ
リ
カ
野
生
動

物
の
旅
」
「
わ
た
し
の
動
物
記
」
「
動

物
は
ど
の
さ
つ
に
平
券
}
育
て
る
か
」

出
し
あ
っ
て
設
立
し
、
経
営
や
活
動
な
ど
が
あ
る
。

に

も

参

加

し

て

い

る

。

蛤

要

C

ん
は
、
お
茶
の
水
女
子
十
八

訪
問
医
療
、
労
働
衛
生
相
談
、
健
教
育
学
部
育
楽
科
卒
業
、
東
京
芸
大

康
体
練
教
実
陣
畜
児
の
デ
イ

・
ケ
音
楽
部
指
郷
科
妻
、
パ
リ
、
ェ
コ

ア
の
に
ち
率
三
位
示
わ
り
、
寝
た
き

l
ル
・ド
・ノ
ル
マ
ル
を
首
席
で
率

り
老
人
の
た
め
の
ひ
ま
わ
り
教
室
意
業
し
、
第
三
一
面
国
際
プ
ザ
ン
ソ
ン

〉
〉
〉
〉
〉

p
l
i
i
-
i
青
年
毒
者
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い

写
真
右
か
ら
「
功
績
賞
」

の
津
島
さ

て
、
第
一
位
入
賞
室
獲
得
女
性
と

ん
、
「
教
育
曹

の
憎
井
さ
ん
、「
差

し
て
史
上
初
の
快
挙
を
成
し
遂
げ

術
賞」

の
松
尾
さ
ん
、
「
ス
ポ
ー
ツ

た

。

つ

く

っ

て

楽

し

ん

だ

あ

と

、
午
後
は

貧
」
の
小
林
さ
ん
。

男

性

独

占

の

指

郷

界

に

新

風

を

吹

体

育

室

で

ゲ

l
ム
遊
び
ゃ
ボ
l
ル
を

鞭
剛
旭
踊
れパ

¥
一
刻

き

込

む

存

空

し

て

今

後

の

草

し

て

き

も

2
い
主
画
。
母
子

mw
iu一
崎

¥

が

注

目

さ

れ

て

い

る

。

江

の
島
婦
人
セ

ノ
タ

|

翼

父

長

祭

震

さ

れ

る

い

E曹
司

h
m
v
袖
舟
守
臨

r
、

小

林

さ

ん

は

、

五

十

年

、

太

平

洋

ま

、

大

い

に

お

父

さ

ん

と

家

事

を

し

開

A
V際
司

/

首

積

走

に

成

功

(

沖

縄

海

洋

江

の

島

の

神

奈

川

県

婦

人

審

セ

遊

芸

し

ょ

2い
主
薗
。
時
間

闘志
e
，Fい割
拠

金

侍
)
以
来
、

H

リ
ブ
E
位

予

選

ン

フ

l
生
謂
翠
部
で
は
二
干
三
は
午
前
十
時
か
ら
午
後
一
一
時
ま
で
。

膨
同
L
L一

一

史
的
航
警
た
ど
る
航
海
な
ど
、
独

軽
薄
な
子
供
番
組

一
日
の
日
間
日
「
菱
さ
ん
と
楽
し
む
申
し
設
は
セ
ン
タ
ー
牛
覇
毒

-
富
富
男

i
L

自
の
テ
1
マ

に

よ

る

航

海

に

挑

み

続

最

後
の
「
テ
レ
ビ
に
つ
い
て
の
希
一
食
欲
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
」
の
催
へ

0
4
6
6
2
7
2
1
1

J

一

義

型

1

け
て
い
る
。

Z里
で
は
、

C
Mに
つ
い
て

τを関
三
菱
さ
ん
と
子
供
が
組

l
。

‘‘ειa問
、

蓋

世

に

は

「

リ

プ

号

の

航

海

」

な

は

、

多

す

ぎ

る

、

宮

量

が

大

き

い

、

一

み

、

一

し

ょ

に

栗

お

こ

わ

と

豚

汁

を

一

昨

為

/

ど

が

あ

り

、

警

ジ

ャ

ー

ナ

リ

ス

ト

人

気

タ

レ

ン

ト

ば

か

り

起

2

1

1
1
I
l
l
i
-
--ー

ヲ

副

院

¥

ー

と

し
て
も
活
縦
。

で
欲
し
い
、
子
供
の
教
育
上
妻
υ
一

1
t
i
t
i
l
-
-
E
i
f
i
-
s

m

オ
姐
・

・

問

削

受

賞

者

に

は

、

特

製

の

控

詮

貨

く

な

い

C
M
が
多
い
と
、
毎
年
君
、
わ
一

一

一

f
J〆

一

o

h

f

汁
刊
U
L

稗

。

副

賞

と

し

て

賃

金

が

、

大

賞

に

れ

続

げ

て

い

る

も

の

が

今

年

も

多

一

戸

F
u
j
r
er
-

L
h
BE
E
t
-雪
量
喜
善

ー}

新

出

動

量

闘

時

間

関

誌

ぃ

十

時

間

で

は

、

露

関

の

短

一

両

V
B
?
1
/ふ一
い品

、

陸

・

Z週
・

3
0万円
高

完

る
。

縮
、
年
に
何
回
か
休
日
芸
つ
け
て
一

一

役

場

も

河

川

W

F

幽
・
関

-:
1‘.
さ

ら

に

、

各

賞

の

副

賞

と

同

額

の

は

ど

つ

か

の

憲

宗

あ

っ

た

。

一

一

一一
Jf
a刊
1

k

一

J

副
院

h
E察
、

受

警

告

す

る

団

体

」

ド

ラ

マ

番

組

で

は

、

も

っ

と

哲

一

人

j
j
f
4
4
4
i
L

'
b
z

・
圃
・
咽
岨
・
圃
圃
圃
---EEEEE--・・岡国・・・・・・圃

A
U

一

開
一

組

踊

匂

唱

縄

開

明
副

(
蓄
、

襲

、

裏

、

警

に

卜

ヨ

ま

一

る

い

富

気

の

Tム
ド
ラ
マ
を
や
っ
一

こ

の

秋

の

フ

ァ

ッ

シ

ョ

ン

合
一

さ
ん

o

a

f
-;
H
1
寄
付
さ
れ
る
。

ヮ
ィ
.

シ

ウ

l

一

い

て

で

い

が

号

表

。

二

時

間

の

一

i
一
ス
ポ
!
当
は
、
ヨ
ッ
ト
ウ
!
?

瞳

E
E
E
-
-
E
第
一
回
目
大
貧
富
・
市
川
震

意

外

に

不

人

気

一

て

ワ

イ

ド

・
ド
ラ
マ
に
管
区
、
長
一

た

へ

つ

、

晶

、

比

を

1
1

毘

ン

の

小

読

書

~

・

・

司

温

圃

彊

さ

ん

(

一

語

議

員

)

は

「

白

書

意

外

だ

っ

た

の

は

「

歌

番

号

一

札

す

さ

、

害

た

る

あ

る

の

是

非

一

一

ノ

ノ

じ

L
L
1
JR1

.

一
姥
山
さ
ん
は
、
豪
語
宅

岨

掴

¥
JI--A一勺
朝

五

人
雇
者
間
塑
に
、
第

一

面

の

石

高

視

聴

罪

稼

い

で

い

き

と

だ

。一

鮒

輸
に
分
た
が
、
際
的
に
内
容
に
一
お
し
ゃ
れ
の
秋
も
い
ま
た
げ
な
川
套
」
ん
。

旨
一

住
民
の
開
立
っ
た
医
警
掲
げ
た

4
択
守

‘
伊
、

い

原

手

事

ん

(

樹

高

島

屋

常

務

取

締

「

下

手

な

つ

喜

思

い

若

い

歌

手

一

で

新

鮮

さ

が

な

い

乙

と

が

指

摘

さ

れ

て

一

ゎ

。

今

年

は

H

女

E易
蓑
現
レ
メ
ー
キ
ャ
ッ
プ
は
|

4
-
一総
合
病
院
襲
運
動
に
参
加
し
、
努

ご

d
FE昆
議

機
削

役
)
は
「
社
団
法
今
・
フ

ァ

ッ

シ

よ

り

、

実

力

の

あ

る

入

室

し

て

欲

一

ビ

い
る
。

一

た
一
罪
首
立
っ
て
い
ま
す
。
フ
「
た
ん
に
女
っ
ぽ
妄
強
調
す
る
だ

一重
責
と
し
て
題
。
言
に
、

EL--ョン
グ

ル

ー

プ

」

二

三

男

猿

し

い

」

「
姿
形

z
i歌一
行

7iでは
き
ど
い
章
、
一
ァ
ッ
シ
ョ
ン
安
1
キ
ャ
ッ
プ
主
り
で
な
く
、
キ
リ
五
議
っ
た

一
「
長
か
ら
語
警
で
」
意
高
院
と
住
民
を
つ
な
ベ
ハ
イ
プ
役
橋
勝
子
大
」
ん
(
科
学
者
)
は
「
在

Zす
の

は

や

め

て

欲

し

い

」

な

一

一

建

議

一

思

季

言

。

子

供

に

一

手

に

de妻
毒

す

る
μ

方

と

こ

急

を

E
Eない
い

一ざ
レ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
議
し
て
と
し
て
地
域
医
療
を
推
進
し
て
い
科
書
に
習
い
未
来
薪
笠
宮

k
、

話

不

満

意

見

は

き

お

の

、

年

一

は

も

っ

と

雪

¥

袈

レ

い

、

夢

2
一
撃
フ
ァ
ッ
シ
ョ
高
論
家
・
川
本
女
と
は
い
え
な
い
で
し
ょ
う
ね
真

一
ユ
子
ク
な
医
療
事
を
次
々
と
実
る
。

雪

国

の

原

百

代

完

(

空

家

)

は

、

代

に

標

な

く

安

h
J

れ

て

い

る

。

こ

一

る

煮

を

平

供

番

組

と

い

2ア
一
恵
ヱ
さ
ん
、
資
生
竿
曹
悶
閣
議
大
久
保
管
弓

一
践
し
、
予
防
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
l
シ

ョ

重

大

γ
倍

、

秋

田

一

努

美

林

を

「

禁

会

社

毎

易

問

量

京

一

芸

の

質

問

責

間

関

査

で

は

H

カ

ラ

オ

一

一

一

メ

が

多

い

が

、

ス

ポ

ー

ツ

、

ク

ラ

一

・
大
久
保
孝
平
媒
長
に
聞
い
て
雲
「
な
に
い
約
一
る
メ
ー
キ
ャ
ッ
プ
の
ポ

一
ン
を
ふ
く
め
た
地
域
医
療
の
穫
零
再
現
す
る
た
め
に
、
壊

〈木曜日 〉日0
一
女
性
の
地
位
向
上
の
た
め
活
路
し

2
一
た
女
性
に
贈
ち
れ
る
「
エ
イ
ボ
ン
女

ヨ

一
性
年
度
き
が
決
定
し
た
。

}
一

女
性
大
賞
は
、
医
療
法
人
社
団
北

川口

一
病
院
医
療
埜
重
量

・
百

貨

三
一
代
さ
ん
。

tz
一
功
績
賞
は
、
山
鴻
愛
林
ク
ラ
ブ
代

8
一表
・
画
官
島
サ
ダ
ノ
さ
ん
。

5
一
教
室
は
、
上
野
動
物
園
飼
育
課

和

宮
第
二
係
長

・
増
井
光
子
さ
ん
。

昭
二
E、
揮
者

・
妻

子

…
 

。<xx><x>oo<>o<x>

地味な努力を評価

大賞は地域医療の姥山さん

(第三種郵便物館可)

N
H
Kで
は
、
十
一
月
八
日
か
ら

マ
l
ジ
ョ
リ
1
・
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
女

史
の
不
朽
の
名
作
「
子
鹿
物
揮
を
、

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
週
一
回
(
三
O

分
)
、
一
年
間
(
五
二
回
)
を
、
総

合
テ
レ
ビ
の
毎
火
陶
日
(
後
七
・
三

「女性大賞」の受賞者
姥山寛代 さん

イ一アヨ幻
教
書
く
時
も
、
モ
モ
ン
ガ
l

人
の
辛
つ
な
特
殊
な
動
物
は
、
士
ハ
戸

じ
フ
ィ
ル
ム
の
実
写
の
動
き
を
一
コ

〉
マ
、
一
コ
マ
写
し
と
り
、
ア
ニ
メ
l

唱

ト
し
、
リ
ア
ル
さ
と
今
ま
で
に
な
い

(
函
面
の
奥
行
告
を
出
す
工
夫
を
し
た

タ
と
い
う
。

シラ
寄
組
の
中
で
は
、
毎
回
フ
ロ
リ
ダ

フ
半
島
の
四
季
や
動
物

2
奪
が
一ニ
O

第 717号

「東京のとだま会J (渡辺光代

会長〉は、東京近幽に住む20代~
60代の主婦、約500人を対象に
くらレとテレビにおける意織調査

「主婦のテレビに関する調査」を

まとめた。昭和44年に始めも今年
で15固になる乙の調査に、今年は、

テレビ番組利用による学習状態、

放送大学の周知度と関心度の調査

が新しく加わった。その結果、テ

レビは倶楽の一つであり、その中

から学び取れるものもあるが、意

識的にテレビから学ぼうと考えて

いる人は少ない乙とが浮き彫りに

された。

主
婦
は
テ
レ
ビ
を
ど
の
く
ら
い
み

て
い
る
の
だ
る
っ
か
。

も
あ
る
。
高
齢
者
に
取
っ
て
、
患
広

な
娯
楽
が
テ
レ
ビ
で
あ
る
と
と
が
わ

か
る
。
では、

y
ヤ
ん
な
番
組
が
み
A
戸れて

い
る
か
。
い
ま
話
題
の
N
H
Kの
連
続
ド
ラ

マ
「
お
し
ん
」
が
、
ど
の
年
代
を
通

じ
て
も
ト
ッ
プ
。

今
年
の
番
組
の
特
長
の
一
つ
は
、

ク
イ
ズ
番
組
が
多
く
な
っ
た
と
介
添

あ
げ
ら
れ
る
。
視
聴
率
も
、
ニ
+
代

で
は
、
各
番
嬰
薄
υて
ト
ッ
プ
。

そ
れ
も
、
単
な
る
受
身
の
ク
イ

Z
C

高
齢
者
が
よ
く
み
る

全
体
で
は
、
=
一
時
間
く
ろ
い
と
い

う
の
が
園
田
も
多
く
三
十
三
物
。
四
国
も

長
時
間
み
て
い
る
の
が
六
十
代
で
、

五
時
間
以
上
と
い
う
の
が
二
十
五
窃

東京こだまの会
15回目の調査

な
く
、
一
一
緒
に
考
え
た
り
、
外
国
を

取
材
し
た
も
の
な
ど
が
好
評
日
比
。

お
笑
い
ブ
l
ム
は
去
っ
た
と
い
わ

れ
る
が
、
「
寄
席

・
演
芸

・
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
審
組
が
急
よ
扉
し
た
の
は
、

軽
妙
な
諮
り
で
人
気
の
あ
る
タ
モ
リ

の
「
笑
っ
て
い
い
と
も
」
の
出
現
に

よ
る
と
こ
苅
か
名
ふ
。
欽
ち
ゃ
ん
と

と
萩
本
欽
一
の
人
気
も
複
強
く
、
彼

の
持
ち
番
組
は
、

y
あ
年
代
に
も
平

均
的
に
み
ら
れ
て
い
る
。

対
象
と
す
る
女
性
が
、
外
に
働
き
に

出
る
傾
向
が
年
々
多
く
な
っ
た
事
も

一
つ
の
要
因
で
あ
る
が
、
「
レ

JT

タ
l
の
し
っ
乙
さ
、
い
斉
す
ぎ
が
自

に
吾
ま
る
」
「
芸
能
入
の
私
生
活
の
、

興
味
本
位
の
取
材
が
多
す
ぎ
る
」
「
タ

イ
ト
ル
ば
か
り
大
裂
裟
で
、
内
容
が

な
い
」
「
ど
の
局
も
同
じ
も
の
ば
か

り
で
、
内
容
が
マ
ン
ネ
リ
」
と
、
内

容
の
つ
妻
P
豆
」
が
よ
げ
色
れ
て
い

る。
も
っ
と
角
度
の
準
つ
取
材
、
府
成

を
、
身
近
で
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
を
取

り
上
げ
て
欲
し
い
と
要
望
し
て
い

る。

い
な
い
が
四
十
九
物
。
趣
味
番
組
や
一
受
鶏
し
た
い
と
い
う
気
持
を
待
つ

お
け
い
こ
番
組
な
ど
で
趣
味
を
身
に
一
て
い
る
の
は
、
一
十
代
が
巌
も
多
く

つ
け
て
い
る
が
-
一
十
三
傷
。
教
育
・
一
五
十
八
%
と
半
数
を
上
回
っ
て
い

教
善
組
で
勉
事
レ
て
い
る
が
十
四
一
る
。
続
い
て
里
高
の
五
十

一物。

一
直
媛
喫
煙
よ
り
閤
綬
喫
煙
の
方
が
も
間
接
喫
煙
を
さ
せ
ら
れ
て
し
ま

物

o

E

平
代
が
蚕
低
い
パ

l
セ
ン
テ
l
一
苔
が
大
き
い
と
v
お
れ
る
受
動
喫
煙
う
。

こ
う
し
た
学
ぶ
姿
勢
の
中
で
一一
干
一
ジ
を
示
め
し
た
の
は
、
子
育
て
に
仁
一
の
有
吉
性
が
、
大
き
な
埜
商
思
と
次
は
病
院
の
待
合
室
で
の
喫
煙
。

代
か
ら
六
十
代
に
共
通
し
て
関
心
を
一
が
し
い
か
ら
で
あ
受
J

か
。

一

な
っ
て
い
る

(
-
U
S
M
-
2
ω
g
i
国
立
病
院
は
厚
生
省
の
局
長
通
達
で

持
た
れ
て
い
る
の
が
H

料
理
番
組
μ

一
で
は
、
ど
う
い
っ
た
も
の
を
学
び
一

r
g伺
H
間
接
喫
煙
)
。
禁
止
と
な
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
に

だ
。
台
所
と
直
結
し
、
す
ぐ
実
践
に
一
た
い
と
希
望
し
て
い
る
か
。

一
嫌
煙
権
確
す
を
め
ざ
す
へ

2の
も
か
か
わ
争
d

守
ら
れ
て
い
な
い
と

移
せ
る
か
ら
か
わ
知
れ
な
い
遁
に
二
会
床
的
人
見
る
主
生
活
と
福
祉
」
一
会
(
渡
辺
文
挙
代
表
)
で
は
、
九
月
と
九
品
川
、
ま
だ
ま
だ
あ
る
と
い
司
毛

長
時
間
コ
ツ
コ
ツ
と
積
み
重
ね
て
、
一
が
六
十
四
傷
。
次
い
で
「
入
閣
の
研
一
二
十
=
百
に
、
第
五
回
登
喜
聞
き
、
の
。

自
分
の
身
に
つ
り
る
技
能
番
組
の
視
一
望
四
十
八
俗
、
「
自
然
む
理
解
」
一
新
年
度
の
運
動
方
針
の
中
で
、
た
ば
職
場
喫
煙
の
苦
情
も
多
い
が
、

毎

聴
は
少
な
く
、
わ
ず
か
ニ
物
と
な
三
四
十
七
後
「
発
達
と
教
育
」
=
干
一
こ
の
煙
穏
筈
に
悩
む
方
た
ち
の
た
臼
机
を
設
ベ
て
仕
事
房
す
る
闘
が
ち

て

い

る

。

一

一

物

、

「

埜

ロ

と

緩

済

」

十

九

々

一

め

に

譲

二

O
置
を
開
設
す
る
だ
け
に
解
決
の
僻
惜
し
い
問
題
が
あ
る且

一
「
官
事
渡
術
」
五
物
。

一
と
と
を
決
弔
+
角
一
日
か
ら
ス
タ
ま
た
著
者
撃
に
よ
っ
て
タ

受
講
の
希
望
少
な
い

一
位
代
的
に
見
る
と
、
「
生
活
と
豆

l
ト

喜

た

。

パ

コ

の

察

官

入

り

因

っ

た

失

そ
ジ
レ
た
面
が
放
準
大
学
に
も
見
一
祉
」
は
共
通
し
て
ト
ッ
プ
だ
が
、
そ
一
一
日
に
は
三
十
件
。
予
想
以
上
反
事
件
に
な
り
か
ね
な
い
訴
え
も
あ
つ

ら

れ

る

。

一

の

他

に

、

二

十

代

で

は

「

人

間

の

研

一

審

が

あ

っ

た

。

た

。

放
送
大
学
が
あ
る
と
主
知
っ
て
一
究
」
、
=
字
代
で
時
撃
と
教
育
H
一
患
も
多
い
苦
情
は
、
新
幹
線
や
長
嫌
煙
権
確
茅
雲
す
へ
な
あ

い
る
人
法
膏
の
四
十
五
傷
。
知
ち
一
四
十
代
は
「
人
聞
の
研
雪
、
五
十
、
一
距
離
列
車
内
で
の
喫
煙
。
新
幹
線
に
会
で
は
、
毎
月
の
第
一
、
第
三
十
曜

な
い
人
が
五
十
三
次
る
。
一
六
十
代
は
「
自
然
の
理
解
」
に
関
心
一
は
一
車
両
禁
煙
車
が
殴

U
Dれ
て
い
目
、
午
後
一
時
か
ち
四
時
半
ま
で
、

早
め
中
で
、
版
活
穴
山
車
券
受
講
し
一
を
持
た
れ
て
い
る
。
一
る
が
、
そ
の
車
両
座
席
が
取
れ
な
い
「
嫌
煙
二

O
番
」
を
開
設
す
る。

た
い
と
思
っ
て
い
る
か
ど
つ
か
の
間
一
注
自
白
さ
れ
る
の
は
、
二
十
代
で
は
一
回
窓
口
や
急
用
で
自
由
席
に
乗
る
場
合

2
0
三
つ
=
面
)
一
一
穴
四
三
、

い
に
対
し
、
「
し
た
い
」
と
答
え
た
一
ゼ
ロ
物
の
「
産
業
介
護
術
」
が
、
五
一
な
ど
は
、
長
時
間
な
だ
け
に
イ
ヤ
で

O
一
ニ
(
二
三
九
)
Q
U
ニ
六
。

人
が
三
十
一
物
、
「
し
た
い
と
君
芋
代
で
は
十
三
宅
、
各
世
代
理
一

な
い
」
が
四
+
人
物
。

一

で
は
ト
ッ
プ
に
な
っ
て
い
る
と
と
一

だ

。

一

子
育
て
密
室
に
終
り
、
自
分
の
一

た
め
に
生
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
一

何
か
技
術
を
身
に
つ
け
た
い
と
の
現
一

わ
れ
で
あ
る
つ
。

放
送
大
学
は
関
心
薄

好

か

れ

る

出

演

者

は

|

主
婦
の
好
き
な
出
演
者
の
ベ
ス
ト

5
は
、
黒
柳
徹
子
、
大
原
麗
子
、
田

中
硲
子
、
荻
本
欽
一
、
タ
モ
リ
。
田

中
浴
子
が
急
よ
昇
し
た
の
は
、

ド
ラ

マ
「
お
し
ん
」
の
お
し
ん
役
に
起
因

す
る
と
と
ろ
が
大
き
い
。

テ
レ
ビ
番
組
が
ど
っ
利
用
し
て
い

る
か
。
つ
ま
り
J

ア
レ
ビ
で
勉
弾
レ

て
い
る
か
H

で
は
、
特
に
何
も
し
て

も
っ
と
個
性
的
な
番
組
を

な
し
特
に
何
む
し
て
い

そつ
け
て
い
る

ど
で
趣
味
を
身

に

お
け
い
ζ
番
組
な

趣
味
番
組
や
、

つ
け
て
い
る

技
術
な
ど
を
身
に

技
能
番
組
を
見
て

完611 
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|新製品IMK-K5 ~~fìi俗15，500円

回国国百

p 

日、たを押すだiちの簡単操作でL手順をスヒ三一ドメyプ

fあま泊E電気調理器11 I民、 E量週

一スt!-tミ"-:1タ-wri2itiZP韓κ・ラ。議…

する・・・…のナイフカッターとおろし.1:.ろん

専用の2つのカッターをつけかえるだけて〈

幅広い下ごしらえが素平〈。しかも、ふたを

押しているあνだだけスイッチが入るしくみ。

τき具合を確かめながら、下ごしらえできますh

玉ねぎのみじん切り、すりごま、 t.:.~ 、こんお

ろし亥ごしなE、料理作りにはテマヒマかかる

作業がつきものですね。毎日のことだけに、

もう少しラクにしたL、もの。そこでおすすめ

したいのがスピードカッターです。きざむ・


